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はじめに
クイックスタートガイドでは，高速データロガーユニットを初めて使用する場合の基本的な導入手順を，
わかりやすく説明しています。

使用上の注意事項
シーケンサを安全に使用するために，QCPU ユーザーズマニュアルの「安全上のご注意」をよくお読みいた
だくと共に，安全に対して十分に注意を払って，正しい取扱いをしてください。

関連マニュアル
本ガイドで取り扱う製品の関連マニュアルを紹介します。

●高速データロガーユニット ユーザーズマニュアル ( 詳細編 ). . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . SH-080801

● GX LogViewer Version1 オペレーティングマニュアル. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . SH-080887

● QCPU ユーザーズマニュアル ( ハードウェア設計・保守点検編 )  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . SH-080472

● GX Developer Version8 オペレーティングマニュアル. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . SH-080356

● GX Works2 Version1 オペレーティングマニュアル (共通編 ) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . SH-080730

ガイドの見方
本ガイドで使用する記号とその内容について説明します。

記号 内容 例

備考 レポート作成機能を使用する場合，ファイル形式に
「バイナリファイル」を指定する必要があります。

[ ]
メニューバーのメニュー名
([ ] → [ ] はドロップダウンメニューを示す )

メニュー [ オンライン ] → [ 接続先指定 ] を選択

画面のボタン ボタンをクリック

クイックスタートガイド
高速データロガーユニットとは

高速データロガーユニットの使い方

ロギングの方法とレポートの作り方

備 考

は
じ
め
に
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高速データロガーユニットとは
高速データロガーユニットは，シーケンサ CPUから収集したデータをロギング ( 記録・保存 ) するユニッ
トです。データはコンパクトフラッシュカードにファイルとして保存されます。ロギングしたファイルか
ら Excel 形式のレポートを作成できます。

機能の紹介
高速データロガーユニットには「データロギング」，「イベントロギング」，「レポート」の３つの機能があ
ります。

データロギングの方法として下記の 2種類があります。

高速データロガーユニットと関連ツール
高速データロガーユニットには，下記の関連ツールがあります。

●高速データロガーユニットの設定を行う「高速データロガーユニット設定ツール」

●ロギングしたデータを表示する「GX LogViewer」

データロギング   ： シーケンサ CPUのデータを指定の収集間隔でロギングする機能です。
イベントロギング： シーケンサ CPUから収集したデータを監視して，発生したイベントをロギングする機能

です。
レポート            ： Excel 形式のレイアウトを事前に設定し，データロギングファイルおよびシーケンサ

CPUで収集したデータから，数値やグラフの入ったレポートファイルを作成する機能で
す。

連続ロギング   ： 指定の収集間隔で連続してロギングし，データロギングファイルを作成します。
トリガロギング： トリガ ( 指定した条件の成立 ) 発生の前後のデータをロギングし，データロギン

グファイルを作成します。

ロギング
①CPUから
    データを収集

②収集したデータをコンパクト
                     フラッシュカードに保存

ファイル

レポート作成

ユニット
ロギング

レポートの作成

高速データロガー
ユニット設定ツール
ユニットの基本設定
ロギングの設定
レポートの設定

GX LogViewer
ロギング結果の
グラフ・一覧表示

コンパクト
フラッシュ
カード

設定の書込み
・リアルタイムに通信
・ロギングファイルをパソコンに保存

高
速
デ
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タ
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高速データロガーユニットを使ってみよう
本ガイドでは「トリガロギング」，「連続ロギング」，「レポート」の設定を実際に行うことで，高速データ
ロガーユニットの操作方法を理解できます。

ガイドの流れ

本ガイドで使用する機器およびシステムの構成について説明しています。

例をあげてトリガロギングの方法とロギングデータの
確認方法について説明しています。

例をあげて連続ロギングの方法とそれを用いたレポート
の作成方法について説明しています。

実施前の準備

トリガ発生前後のデータをロギング

連続ロギングしたデータからレポート作成

ページ 内容

紹介機能ページ 内容

トリガロギング

連続ロギング
レポート

CASE1

P7～

CASE2

P16～

準備

P4～

高
速
デ
ー
タ
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実施前の準備
「準備」では CASE1 ～ CASE2 の操作を行うために下記の準備を行います。

STEP 1 使用機器の用意
CASE1 ～ CASE2 の操作で使用する機器およびソフトウェアを用意します。

用意するもの

本ガイドでは，Excel 2003/2007 を使用して説明しています。

高速データロガーユニット
〈QD81DL96〉

USBケーブル
またはRS-232Cケーブル

（パソコン - シーケンサCPUユニット接続用）

高速データロガーユニット
設定ツール

コンパクトフラッシュカード
（QD81MEM-□□□□BC）

GX Works2
またはGX Developer

Ethernetクロスケーブル
（パソコン - 高速データロガーユニット接続用）

GX LogViewer クイックスタートガイド用
サンプルデータ

[Qシリーズ］CPUユニット
電源ユニット，ベースユニット

パソコン（Windows XP  */
Windows Vista  */Windows  7/
Windows  8/Windows  8.1

/Windows  10）
*32bit版のみ対応

高速データロガーユニット
設定ツールの用意

GX LogViewerの用意 クイックスタートガイド用
サンプルデータの用意

Excel 2003/Excel 2007
Excel 2010*/Excel 2013*

Excel 2016*
*32ビット版のみ対応

STEP2 システムの構築

①高速データロガーユニットに
　コンパクトフラッシュカードを装着する

⑤高速データロガーユ
　ニットとパソコンを
　Ethernetケーブルで
　接続する

④CPUユニットとパソコンを
　ケーブルで接続する

③電源の配線を行う

②各ユニットを
　ベースに
　装着する

STEP1 使用機器の用意

高速データロガーユニット
〈QD81DL96〉

USBケーブル
またはRS-232Cケーブル

（パソコン - シーケンサCPUユニット接続用）

高速データロガーユニット
設定ツール

コンパクトフラッシュカード
（QD81MEM-□□□□BC）

GX Works2
またはGX Developer

Ethernetクロスケーブル
（パソコン - 高速データロガーユニット接続用）

GX LogViewer クイックスタートガイド用
サンプルデータ

[Qシリーズ］CPUユニット
電源ユニット，ベースユニット

Excel 2003/Excel 2007
Excel 2010*/Excel 2013*

Excel 2016*
*32ビット版のみ対応

パソコン（Windows XP  */
Windows Vista  */Windows  7/
Windows  8/Windows  8.1

/Windows  10）
*32ビット版のみ対応

GX LogViewer の用意高速データロガーユニット
設定ツールの用意

クイックスタートガイド用
サンプルデータの用意
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高速データロガーユニット設定ツールの用意
高速データロガーユニット設定ツールは「三菱電機 FAサイト」からダウンロードします。

入手後，三菱電機 FA サイトに記載されている手順に従ってインストールを行ってください。

GX LogViewer の用意
GX LogViewer は「三菱電機 FAサイト」からダウンロードします。

入手後，三菱電機 FA サイトに記載されている手順に従ってインストールを行ってください。

クイックスタートガイド用サンプルデータの用意
本ガイドの CASE1，CASE2 で使用するサンプルデータは「三菱電機 FAサイト」からダウンロードします。

サンプルデータの内容

・シーケンスプログラム (l08146-program_b)：GX Developer のプロジェクトファイルです。CASE1，
   CASE2 で使用します。

・レイアウトファイル (l08146-layout_a.xls)：レポート用の Excel 形式ファイルです。CASE2 で
   使用します。

・ロギング結果ファイル (l08146-CASE1_a.CSV)：CASE1 の手順でロギングした CSV ファイルです。

www.MitsubishiElectric.co.jp/fa

www.MitsubishiElectric.co.jp/fa

www.MitsubishiElectric.co.jp/fa
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STEP 2 システムの構築
CASE1 ～ CASE2 の操作で使用するシーケンサシステムを構築します。

STEP2-1 機器の装着および配線

①～⑤の順に行ってください。

STEP2-2 システムの起動

①電源ユニットの電源を投入する

② GX Developer または GX Works2 でシーケンスプログラム (l08146-program_b) を CPU ユニットに PC書
込する

③ CPUユニットを「RUN 」にする 

使用上の注意事項
本ガイドは上記に示すシーケンサシステムでの操作を前提に記載しています。

実際にシステムを設計／運用する場合には，下記ページで紹介しているマニュアルを必ずお読みください。

関連マニュアル (P.1)

①高速データロガーユニットに
　コンパクトフラッシュカードを装着する

⑤高速データロガーユ
　ニットとパソコンを
　Ethernetケーブルで
　接続する

④CPUユニットとパソコンを
　ケーブルで接続する

③電源の配線を行う

②各ユニットを
　ベースに
　装着する
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トリガ発生前後のデータをロギング
CASE1 では「トリガロギング」の方法について下記のような装置を例にして説明します。

イメージ
下記の装置は包装フィルムの巻取り装置です。

巻出しリールの速度が変化することによりセンサ位置が上下に移動し，許容範囲を超えたときトリガ
( 異常 ) が発生します。発生したトリガの前後各 100 行 ( レコード ) のデータを１つのファイルに保存しま
す。

データロギング設定内容

操作の流れ
上記を例に STEP1 ～ STEP3 の流れで説明します。

ロギング対象データ： 巻出し元速度 [D2003( ワード )]，巻取り先速度 [D2007( ワード )]，
センサ位置 [D2005( ワード )]

トリガ条件： センサ位置＞ 5，センサ位置＜ -5
データ収集間隔 ： 0.1 秒
ロギング行数： トリガ発生前 100, 発生後 100
保存ファイル形式： CSV ファイル

巻出し元速度［D2003］ 巻取り先速度［D2007］

巻取りリール巻出しリール

センサ センサ位置［D2005］：トリガ条件
フィルムのたるみ
によりセンサ位置が
上下に移動

STEP1：データロギングの設定
　　　　（トリガロギング）

高速データロガーユニット設定
ツールでデータロギングの設定
を行います。

STEP2：設定の書込み

STEP1で設定したデータロギング
設定の内容を高速データロガーユ
ニットに書き込みます。

STEP3：データのグラフ表示

ロギングデータをGX LogViewer
でグラフ表示し，値を確認しま
す。
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STEP 1 データロギングの設定 ( トリガロギング )
指定した条件成立前後のシーケンサ CPU のデータをロギングする設定を行います。

STEP1-1 高速データロガーユニット設定ツールを起
動する

STEP1-2 データロギング設定画面を表示する

STEP1-3 ロギング種別・ファイル形式を選択する

STEP1-4 収集方式を選択する

Windowsのスタート*1 → [MELSOFT アプリケーション ] →
[ ロギング機能 ] *2 → 
[ 高速データロガーユニット設定ツール ]を選択
*1: [ スタート画面 ] → [ すべてのアプリ ] または [ スタート ]
→ [ すべてのプログラム ]/[ すべてのアプリ ] から起動しま
す。

*2: Windows 8 以降では表示されません。

1 ボタンをクリック

2 ボタンをクリック

データロギング設定を行うウィザード画面が表示されます。

1 ロギング種別に「トリガロギング」を選択し，
ファイル形式に「CSV ファイル」を選択

2 ボタンをクリック

1 「汎用収集」を選択し，「時間指定」に "0.1" を入力

2 ボタンをクリック
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STEP1-5 ロギング対象データを設定する

STEP1-6 トリガの設定を行う

1 ロギング対象のデータを入力
下記の画面のように入力してください。

デバイス ( 最終 )，アクセス先 CPU，データ型，出力形式は
自動的にデフォルト値が表示されます。

2 ボタンをクリック

1 「複合条件」を選択してください。

トリガ種別が表示されます。

2 ボタンをクリック

条件を指定するOR結合 (No.1) ダイアログが表示されます。

3 1 つ目のトリガ条件を指定
下記の画面のように指定してください。

4 ボタンをクリック

指定した条件が条件一覧に追加されます。
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STEP1-7 ロギング行数を設定する

STEP1-8 CSV 出力の設定を行う

5 条件一覧の 2行目を選択し， ボタンをクリック

6 2 つ目のトリガ条件を指定
下記の画面のように指定してください。

7 ボタンをクリック

指定した条件が条件一覧に追加されます。

8 ボタンをクリック

1 トリガ前に "100"，トリガ後に "100" を入力

2 ボタンをクリック

CSV 出力はデフォルト設定のまま変更しません。

1 ボタンをクリック
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STEP1-9 保存の設定を行う

STEP1-10 データロギング名を決定し設定を
完了する

1 ファイル保存先に "Trigger_LOG" を入力

上記で指定した名称のフォルダがコンパクトフラッシュカー
ド内に作成されます。

2 ファイル切替えタイミングに「トリガロギング単位」を
選択

3 保存ファイル数に"5"を入力し， ボタンをクリック

保存ファイル名設定ダイアログが表示されます。

4 「名前を付加する」にチェックし， ボタンをク
リック

5 ボタンをクリック

1 データロギング名に "巻取り装置 (制御データ )"を入力

2 ボタンをクリック

設定した内容がデータロギング設定一覧画面に追加されます。
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STEP 2 設定の書込み
STEP1 で設定したデータロギング設定を高速データロガーユニットに書き込みます。

STEP2-1 接続するユニットを指定する STEP2-2 設定を書き込む

1 メニュー [ オンライン ] → [ 接続先指定 ] を選択

接続先指定ダイアログが表示されます。

2 「直結接続」を選択し， ボタンをクリック

3 ボタンをクリック

4 接続先指定ダイアログの ボタンをクリック

1 メニュー [ オンライン ] → [ 書込 ] を選択

2 ボタンをクリック

3 ボタンをクリック

4 ボタンをクリック

高速データロガーユニットに装着されたコンパクトフラッ
シュカードの中にデータロギング設定が書き込まれます。
準備 (  システムの起動 (P. 6)) で CPU を RUN 状態にして
いるため，書込み後すぐにロギングが開始されます。
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STEP 3 データのグラフ表示
ロギングしたデータをGX LogViewer でグラフ表示します。

STEP3-1 GX LogViewer を起動する

STEP3-2 表示するデータを指定する

高速データロガーユニット設定ツールからGX LogViewer を起
動します。

1 メニュー [ ツール ] → [GX LogViewer を起動 ] を選択

1 アシスタント画面上の ボタンをクリック

接続先指定ダイアログが表示されます。

GX LogViewerが起動されます

2 「直結接続」を選択し， ボタンをクリック

ロギングファイルダイアログが表示されます。

3 表示されているフォルダを「Trigger_LOG」→
「00000001」の順にダブルクリック

一覧にフォルダが表示されない場合は，
をクリックしてください。
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STEP3-3 マルチカーソルを表示する

STEP3-4 カーソルを使用してデータを確認する

4 表示されている CSV ファイルを選択し， ボタ
ンをクリック

アシスタント画面の背面にデータ名の一覧およびグラフが表
示されます。

5 アシスタント画面の ボタンをクリック

グラフ凡例とグラフエリアに，データロギング設定で対象デー
タに指定したデータが表示されます。

＊本ガイドでは背景色をグラフプロパティ ([ グラフ表示 ] →
[ グラフプロパティ ]) の設定により白色に変更しています。
グラフプロパティでグラフの線の色も変更できます。

グラフ凡例 グラフエリア

1 メニュー [ グラフ表示 ] → [ マルチカーソル ] を選択

1 任意のグラフを選択し，グラフエリアの左端にある赤 ,
青カーソルを確認したい値の位置に移動させる

＊グラフエリア上で右クリックメニュー[ ここに赤カーソルを
移動 ] または [ ここに青カーソルを移動 ] を使用すると操作
が簡単です。

「差分情報エリア」が表示されます

赤，青カーソルを移動
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2 画面下部の差分情報エリアで値と時刻の差分を確認
2 本のカーソル間 ( 青→赤 ) の経過時間，値の変化量が表示さ
れます。
また，カーソル位置の値と時刻も表示されます。

3 グラフより異常発生の原因を解析
･ センサ位置が急激に上がり ( ① )，トリガが発生 (② ) してい
ます。

･ センサ位置が急激に上がる直前に巻出し元速度が急激に落
ちている(③)ため，これがトリガ発生の原因と推測できます。

このようにトリガ発生前後のデータを確認することで，問題の
一次診断に活用できます。

差分情報エリア

トリガ発生！
赤カーソルと
　グラフとの交点

青カーソルと
　グラフとの交点

①

③

②
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連続ロギングしたデータからレポート作成
CASE2 では「連続ロギング」の方法とそれを用いた「レポート作成」の方法について Xbar-R 管理図を例にし
て説明します。

イメージ
フィルムの厚み ( 測定データ ) を 4箇所測り，Xbar-R 管理図をレポート (Excel 形式 ) として出力します。

データロギング設定内容

レポート設定内容

操作の流れ
上記を例に STEP1 ～ STEP4 の流れで説明します。

ロギング対象データ： ポジション [D100( ダブルワード )]，測定データ (1)[D510( ワード )]，
測定データ (2)[D511( ワード )]，測定データ (3)[D512( ワード )]，
測定データ (4)[D513( ワード )]

データ収集間隔 ： 2秒
保存ファイル形式： バイナリファイル

レポート出力データ： ロギング対象データ，生産品目 [D502( 文字列 )]，作成時刻
1レポート中のロギング行数 ： 25
レポートの作成周期： 50 秒

ロギングデータ

測定データ（3）[D512]
測定データ（4）[D513]

ポジション*1[D100]

測定データ（1）[D510]
測定データ（2）[D511]

（生産品目：MB-5Z6004K[D502]）

進行方向

・・・ポジション，測定データ
を連続ロギング

巻取り

巻出し

*1:巻出し芯の先端からの距離

STEP1：データロギングの設定
　　　（連続ロギング）

高速データロガーユニット
設定ツールでデータロギング
の設定を行います。

STEP2：レポートの設定

高速データロガーユニット
設定ツールでレポートの
設定を行います。

STEP3：設定の書込み

STEP1,2で設定したデータ
ロギング設定とレポート
設定を高速データロガー
ユニットに書き込みます。

STEP4：作成したレポート
　　       を確認する

高速データロガーユニット
のコンパクトフラッシュカ
ード内に作成されたレポー
トファイルをExcelを用いて
確認します。
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STEP 1 データロギングの設定 ( 連続ロギング )
指定の収集間隔でシーケンサ CPU のデータをロギングする設定を行います。

STEP1-1 高速データロガーユニット設定ツールを起
動する

STEP1-2 データロギング設定画面を表示する

STEP1-3 ロギング種別・ファイル形式を選択する

STEP1-4 収集方式を選択する

Windowsのスタート*1 → [MELSOFT アプリケーション ] →
[ ロギング機能 ] *2 → 
[ 高速データロガーユニット設定ツール ]を選択
*1: [ スタート画面 ] → [ すべてのアプリ ] または [ スタート ]
→ [ すべてのプログラム ]/[ すべてのアプリ ] から起動しま
す。

*2: Windows 8 以降では表示されません。

1 ボタンをクリック

2 ボタンをクリック

データロギング設定を行うウィザード画面が表示されます。

1 ロギング種別に「連続ロギング」を選択し，
ファイル形式に「バイナリファイル」を選択

2 ボタンをクリック

備 考

レポート作成機能を使用する場合，ファイル形式に「バ
イナリファイル」を設定する必要があります。

1 「汎用収集」を選択し，「時間指定」に "2" を入力

2 ボタンをクリック
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STEP1-5 ロギング対象データを設定する

STEP1-6 ロギング期間の設定を行う

ロギング対象データの設定は１つずつ設定する方法と，連続し
たデバイスを一括で設定する方法があります。

1 ロギング対象のデータを入力 ( 個別 )
下記の画面のように入力してください。

デバイス ( 最終 )，アクセス先 CPU，データ型，出力形式は自
動的にデフォルト値が表示されます。

2 ボタンをクリック ( 連続 )
連続したデバイスを一括で設定します。

データ一括挿入ダイアログが表示されます。

3 ロギング対象のデータについて入力し，
ボタンをクリック

下記の画面のように指定してください。
データ名は「変更する」をチェックしてから入力します。

指定したデータが一覧に追加されます。

4 ボタンをクリック

ロギング期間はデフォルト設定のまま変更しません。

1 ボタンをクリック
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STEP1-7 バイナリ出力の設定を行う

STEP1-8 保存の設定を行う

バイナリ出力はデフォルト設定のまま変更しません。

1 ボタンをクリック

1 ファイル保存先に "Xbar-R" を入力

上記で指定した名称のフォルダがコンパクトフラッシュカー
ド内に作成されます。

2 ファイル切替えタイミングの「条件指定」を選択し，
ボタンをクリック

ファイル切替え条件設定ダイアログが表示されます。

3 「定周期」を選択し，"50" を入力後， ボタンをク
リック

4 保存ファイル数に"5"を入力し， ボタンをクリック

保存ファイル名設定ダイアログが表示されます。

5 「名前を付加する」にチェックし， ボタンをク
リック

6 ボタンをクリック
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STEP1-9 データロギング名を決定し設定を
完了する

1 データロギング名に "巻取り装置 (管理データ )"を入力

2 ボタンをクリック

設定した内容がデータロギング設定一覧画面に追加されます。
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STEP 2 レポートの設定
高速データロガーユニットで収集したデータをレポート (Excel 形式のファイル ) として出力する設定を行いま
す。

STEP2-1 レポート設定画面を表示する STEP2-2 収集方式を選択する

STEP2-3 レイアウト設定の画面を表示する

1 ツリー上の「レポート設定」をクリックし，
ボタンをクリック

レポート設定を行うウィザード画面が表示されます。

収集方式はデフォルト設定のまま変更しません。

1 ボタンをクリック

1 ボタンをクリック

Excelが起動し，
確認画面を表示
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STEP2-4 レイアウトファイルを取り込む

2 ボタンをクリック
(Excel 2003 の場合 ボタンをク
リック )

レイアウト設定ダイアログが表示されます。

本ガイドでは，準備 ( 準備 (P. 5)) で三菱電機 FAサイトか
らダウンロードした，レイアウトファイル (l08146-
layout_a.xls) を使用してレイアウトの設定を行います。
レイアウトファイルのシートをレイアウト設定のシートにコ
ピーします。

1 Excel2007 の → [ 開く ] を選択
(Excel2003 の場合：[ ファイル ] → [ 開く ] を選択 )

ファイルを開くダイアログが表示されます。

2 ダウンロードした「l08146-layout_a.xls」を選択し，
ボタンをクリック

表とグラフの設定がされている「Xbar-R 管理図」のシートが
表示されます。

3 シートタブ上で右クリックし，「移動またはコピー」を
選択

シートの移動またはコピーダイアログが表示されます。

4 「コピーを作成する」にチェック
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STEP2-5 生産品目をセルに設定する5 「移動先ブック名」のリストの中から
「QD81DL96YYYYMMDD・・・・・・.xls」を選択

6 「挿入先」のリストの中から「Sheet1」を選択し，
ボタンをクリック

レイアウト設定を行うファイル「REP01」にシート「Xbar-R 管
理図」がコピーされます。

「l08146-layout_a.xls」は以降の作業で使用しないため，ファイ
ルを閉じてください。

備 考

シート名を変更する場合の注意事項
シート名の変更は，必ずレイアウト設定ダイアログ上の

ボタンで行ってください。この方法以外
でシート名の変更を行うと，正しくレイアウト設定が行
えません。

レポートファイルの生産品目の欄に，生産品目コード (D502 に
格納されている現在のデータ ) が入力されるよう設定します。

1 新規レイアウト追加の「現在値」を選択し，
ボタンをクリック

現在値レイアウトダイアログが表示されます。

2 「生産品目」のデータを指定 ( セル範囲を除く )
下記の画面のように入力してください。

3 ( セル範囲選択 ) ボタンをクリック

セル範囲選択ダイアログが表示されます。
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STEP2-6 データ出力日時をセルに設定する4 「生産品目」の右のセルを選択し， ボタンを
クリック

5 ボタンをクリック

レイアウト設定ダイアログの一覧に現在値レイアウトが追加
されます。

レポートファイルのデータ出力日時の欄に，レポートの作成時
刻が入力されるよう設定します。

1 「作成時刻」を選択し， ボタンをクリック

作成時刻レイアウトダイアログが表示されます。

2 レイアウト名に "データ出力日時 " を入力

3 ( セル選択 ) ボタンをクリック

セル選択ダイアログが表示されます。

4 「データ出力日時」の右のセルを選択し，
ボタンをクリック
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STEP2-7 データロギングのデータをセルに設定
する

5 ボタンをクリック

レイアウト設定ダイアログの一覧に作成時刻レイアウトが追
加されます。

レポートファイルのポジション，測定データの欄に，データロ
ギングのデータ (D100,D510～D513)が入力されるよう設定し
ます。

1 「データロギング」を選択し， ボタンをクリック

データロギングレイアウトダイアログが表示されます。

2 データロギングのデータを指定 ( 先頭セル，出力データ
を除く )
下記の画面のように入力してください。

3 ( 先頭セル選択 ) ボタンをクリック

先頭セル選択ダイアログが表示されます。

4 「ポジション」の下のセルを選択し， ボタンを
クリック



26

高
速
デ
ー
タ
ロ
ガ
ー

ユ
ニ
ッ
ト
を
使
っ
て
み
よ
う

ＣＡ
ＳＥ
２

STEP2-8 レイアウト設定を完了する5 No.001～005のロギングデータを1つずつ選択し， ボ
タンをクリック ( データ数分操作を繰り返します。)
No.001 ～ 005 のロギングデータを出力データに追加し
ます。

6 データロギングレイアウトダイアログの ボタ
ンをクリック

レイアウト設定ダイアログの一覧にデータロギングレイアウ
トが追加されます。

1 ボタンをクリック

2 ボタンをクリック

レイアウト設定一覧に 3件のレイアウト設定が追加され
ます。

3 ボタンをクリック
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STEP2-9 作成トリガの設定を行う STEP2-10 レポート作成期間の設定を行う

STEP2-11 保存の設定を行う

1 ボタンをクリック

トリガ条件設定ダイアログが表示されます。

2 「定周期」を選択し，"50" を入力して， ボタンを
クリック

指定した条件がウィザード画面に反映されます。

3 ボタンをクリック

レポート作成期間はデフォルト設定のまま変更しません。

1 ボタンをクリック

1 ファイル保存先に "Xbar-R" を入力

上記で指定した名称のフォルダがコンパクトフラッシュカー
ド内に作成されます。

2 保存ファイル数に"5"を入力し， ボタンをクリック

保存ファイル名設定ダイアログが表示されます。
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STEP2-12 レポート名を決定し，設定を完了する3 「名前を付加する」にチェックし， ボタンをク
リック

4 ボタンをクリック

1 レポート名に " 巻取り装置 ( 管理図 )" を入力

2 ボタンをクリック

設定した内容がレポート設定一覧画面に追加されます。
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STEP 3 設定の書込み
STEP1,2 で設定したデータロギング設定とレポート設定を高速データロガーユニットに書き込み
ます。

STEP3-1 接続するユニットを指定する STEP3-2 設定を書き込む

1 メニュー [ オンライン ] → [ 接続先指定 ] を選択

接続先指定ダイアログが表示されます。

2 「直結接続」を選択し， ボタンをクリック

3 ボタンをクリック

4 接続先指定ダイアログの ボタンをクリック

1 メニュー [ オンライン ] → [ 書込 ] を選択

2 ボタンをクリック

3 ボタンをクリック

4 ボタンをクリック

高速データロガーユニットに装着されたコンパクトフラッ
シュカードの中にデータロギング設定とレポート設定が書き
込まれます。
 準備 (  システムの起動 (P. 6)) で CPUを RUN 状態にして
いるため，書込み後すぐにロギングとレポート作成が開始され
ます。
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STEP 4 作成したレポートを確認する
STEP3 で書き込んだ設定で作成したレポートを Excel で確認します。

STEP4-1 レポートファイルをパソコンへ保存する

STEP4-2 レポートを Excel で確認する

1 メニュー [ オンライン ] → [ ファイルブラウザ ] を選択

ファイルブラウザダイアログが表示されます。

2 表示されているフォルダを「REPORT」→「Xbar-R」→
「00000001」の順にダブルクリック

一覧にフォルダが表示されない場合は， をク
リックしてください。

3 XLS ファイルを選択し， ボタンをクリック

4 名前を付けて保存ダイアログで保存先(任意)を指定し，
ボタンをクリック

5 ファイルブラウザダイアログの ボタンをク
リック

1 パソコンへ保存した XLS ファイルを開く

2 シート「Xbar-R 管理図」の表およびグラフにロギング
データが反映されていることを確認
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Excel，Windows，Windows Vista，およびWindows XP は，米国Microsoft Corporation の米国およびその
他の国における登録商標または商標です。
本文中における会社名，システム名，製品名などは，一般に各社の登録商標または商標です。
本文中で，商標記号 ( ™ , ®) は明記していない場合があります。

これで高速データロガーユニットクイックスタートガイドは終わりです。

高速データロガーユニットには本ガイドで紹介したロギング機能，レポート機能の他にも多数の機能があります。

機能の詳細につきましては下記マニュアルをご覧ください。

高速データロガーユニット ユーザーズマニュアル ( 詳細編 ) ・・・SH-080801
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